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金属酸化物や金属水酸化物などを用いた
水溶液からの有害イオン除去技術の開発

本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

研究者特許・論文

技術の概要

○有害イオン（鉛、カドミウム、ヒ素、クロム、セレン、ホウ素など）の希薄水溶液に適用できる。
○除去剤の出発原料として、副産物や廃棄物（燃焼灰、焼却灰、ドロス、スラグ、ダスト、石膏
など）が利用できる。

○環境浄化分野における安価かつ高性能な除去剤としての可能性がある。
○除去剤の合成だけでなく、化学工学的知見に基づく吸着除去プロセスを提案できる。

様々な金属酸化物や金属水酸化物、
金属塩などを合成し、環境浄化分野で
の有害イオンの除去剤として利用するこ
とを検討している。たとえば、ゼオライト、
ハイドロタルサイト、エトリンガイトなどの
無機合成を行っている。

得られた無機化合物を、排水や汚染
土壌の処理を目的とする様々な有害イ
オンの除去・固定化剤として適用するこ
とを目指している。

製鉄所から副生する鉄鋼スラグや石
炭火力発電所から燃焼残渣として発生
する石炭飛灰をはじめ、各種スラッジの
焼却灰、アルミドロス、ダスト、鉱滓、石
膏などを除去剤の出発原料に用いるこ
とができる。この種の「人工鉱物」の可
能性について検討を行っている。
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○有害イオン（陽イオン、陰イオン）を低濃度で含む排水や土壌の処理

○工場から大量に排出される副産物や廃棄物の有効利用

希薄水溶液からの
Cr(VI)の連続除去
装置

層状複水酸化物の合成装置

副産物由来の除去剤サンプル


